
（別紙３）

～ 令和8年　1月　30日

（対象者数）
3

（回答者数）
3

～ 令和8年　1月　30日

（対象者数）
6

（回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

児童様一人一人とコミュニケーションを取る場面を増

やしていき、興味を持つことの大切さなどを伝えてい

きたい。

2

今後も文章と写真での連絡を継続しつつ、送迎時など

にもその日の様子を伝えられるように努めていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

行事を計画する際にも、ご家族様が参加できるように

工夫に努めていく。

2

3

○事業所名 児童発達支援　eloha

○保護者評価実施期間
令和8年　1月　12日

○保護者評価有効回答数

令和8年　1月　12日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　2月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ご家族様との交流する機会が少ない。 法人全体や事業所での行事は実施しているが、ご家族様

との交流が少ないと感じている。

児童様との関わりの中で、コミュニケーションを取る時

間を大事にしている。また、児童様が興味があることや

挑戦したいことには、日々のプログラムに取り入れ、成

功体験をつめる支援に努めている。

児童様と居る時間を大切し、自身が思っていることや話

したい事には耳を傾けている。また、同じ共通点がある

児童様同士の中でもコミュニケーションを取れるように

支援員が工夫している。

利用時の支援内容・様子などをご家族様と事業所間で共

有することが出来ている。

支援の様子は文書だけではなく、写真を添付をするなど

して、ご家族様にも具体的にどのように事業所で過ごし

ているかが確認できるように工夫している。

事業所における自己評価総括表公表


